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黒
石
の
お
土
産
と
言
え
ば
「
う
め
さ

ん
の
正
法
寺
梅
」
。
11
月
27
日(

日)

、

黒
石
梅
の
里
生
産
組
合(

千
田
幸
組
合

長)

の
設
立
「
20+

１
」
周
年
記
念
式
典

が
プ
ラ
ザ
イ
ン
水
沢
で
和
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

出
席
し
た
組
合
員
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
25
名
を
前
に
、
千
田
組
合
長
は
こ

れ
ま
で
の
20
年
を
、
生
産
体
制
づ
く
り

の
10
年
、
販
売
体
制
づ
く
り
の
10
年
と

そ
れ
ぞ
れ
振
り
返
り
、
次
は
後
継
者
を

育
て
る
10
年
に
と
新
た
な
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
の
後
、
設
立
当

初
か
ら
長
き
に
わ
た
り
生
産
活
動
に
尽

力
し
て
き
た
組
合
員
３
名(

千
田
喜
和

子
さ
ん
、
及
川
祥
子
さ
ん
、
菅
原
正
子

さ
ん)

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
終
了
後
に
は
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の

20
周
年
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
歓

談
し
、
新
た
な
10
年
後
の
「
梅
の
里
」

の
発
展
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 
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【千田組合長、被表彰者ほか記念式典に出席した方々】 

 

12
月
15
日(

木)

、
内
堀
会
館
で
開

か
れ
た
ろ
ば
た
の
会(

佐
藤
邦
憲
代
表)

の
集
ま
り
で
、
内
堀
在
住
の
佐
藤
英
夫

さ
ん
の
作
詞
、
作
曲
、
歌
に
よ
る
ろ
ば
た

の
会
の｢

歌｣

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
藤
さ
ん
の
ギ
タ
ー
生
演
奏
で
、
２

回
、
３
回
と
聞
い
て
い
く
と
、
次
第
に
参

加
し
た
15
名
の
方
々
も
歌
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
お
馴
染

み
の
演
歌
も
ギ
タ
ー
演
奏
に
載
せ
て
口

ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
引
き
続

き
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
お
茶
、
ケ
ー
キ

等
が
配
ら
れ
楽
し
い
ひ
と
時
に
な
り
ま

し
た
。  

【区長の北川さんが挨拶】 

【ギターを弾いて 

歌う佐藤さん】 

【譜面を見て歌う 

内堀の皆さん】 【作品を手に講師の瀬戸さんを囲んで】 

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ッ
プ
花
駒
店
主
の
瀬

戸
淳
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
を
12
月
５
日

(

月)

、
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

し
た
。
自
然
素
材
の
コ
ニ
フ
ァ
ー
、
ヒ

バ
等
の
い
い
香
り
が
会
場
中
に
広
が
る

中
、
土
台
と
な
る
部
分
に
ワ
イ
ヤ
ー
で

組
み
合
わ
せ
た
コ
ニ
フ
ァ
ー
を
く
く
る

作
業
を
皆
さ
ん
真
剣
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
松
ぼ
っ
く
り
等
の
飾
り
、
最

後
に
リ
ボ
ン
を
付
け
て
完
成
で
す
。
皆

さ
ん
、
と
て
も
素
敵
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。  

 

12
月
20
日(

火)

、
高
清
水
よ
さ
っ

て
ク
ラ
ブ
の
菊
地
克
雄
さ
ん
が
「
そ
れ

い
け
百
歳
！
」
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

高
清
水
よ
さ
っ
て
ク
ラ
ブ
は
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
、
毎
週
火
曜
日
に

百
歳
体
操
を
行
っ
て
お
り
、
菊
地
さ
ん

も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

奥
州
市
は
積
極
的
な
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
百
歳
体
操
参
加
者
を
毎

年
表
彰
し
て
お
り
、
菊
地
さ
ん
は
90

歳
代
の
最
高
齢
受
賞
者
と
し
て
、
奥
州

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤

穂
波
所
長
か
ら
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

菊
地
さ
ん
は
「
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
気
持
ち
は
60
歳
で
す
の

で
、
百
歳
目
指
し
て
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。
」
と
地
区

の
皆
さ
ん
に

感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し

た
。  

【表彰状を持つ菊地さん】 



 
昨
年
の
５
月
号
か
ら
、
始
ま
り
ま
し
た
、
リ
レ
ー

方
式
で
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
「
く
ろ
い
し
心
を
つ
な

ぐ
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
」
、
21
回
目
と
な
る
今
月
号
は

内
堀
行
政
区
の
佐
藤
ゆ
あ
さ
ん
で
す
。 

  
 

大
好
き
な
黒
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
堀  
佐 

藤 

ゆ 

あ 

 

つ
る
ぎ
の
千
葉
楓
く
ん
か
ら
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

の
バ
ト
ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

私
は
、
黒
石
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
近
所
の
方

が
や
さ
し
く
返
し
て
く
れ
る

し
、
登
下
校
の
時
な
ど
、
私
た

ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
気
に
か

け
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
悪
い
と
し
っ
か
り
と

私
た
ち
を
指
導
し
て
く
れ
る
の

で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
子
ど
も
た
ち
を
い

つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
大
好
き
な
黒
石
。 

 

私
が
現
在
通
っ
て
い
る
黒
石
小

学
校
が
、
も
う
す
ぐ
と
う
合
し
て

し
ま
い
ま
す
。
百
五
十
周
年
と
い

う
ふ
し
目
の
年
に･･･

。 

私
は
と
て
も
悲
し
い
で
す
。
旧
校

舎
か
ら
考
え
る
と
私
の
ご
先
祖
様

か
ら
（
私
た
ち
の
代
ま
で
）
み
ん

な
通
っ
た
学
校
で
す
。
旧
校
舎
か

ら
新
校
舎
に
引
っ
こ
し
を
し
、

何
ヶ
月
か
す
ご
し
た
後
、
新
校
舎

体
育
館
で
さ
い
初
に
卒
業
式
を
し

た
の
は
、
私
の
お
母
さ
ん
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
何
年
か
後

に
、
私
、
弟
が
入
学
し
今
現
在
学

ん
で
い
ま
す
。
少
人
数
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
、

協
力
し
あ
っ
て
生
活
し
て
い
ま

す
。
な
く
な
る
の
は
悲
し
い
け
れ

ど
、
そ
の
日
ま
で
、
先
生
や
友
だ

ち
と
思
い
出
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
い
っ
ぱ
い
大
好
き

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
心
に

と
め
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

黒
石
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
私

も
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

次
回
２
月
号
の
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
は
、
ど
な
た
で

し
ょ
う
か
。
様
々
な
年
代
へ
と
広
が
り
、
小
学
生

へ
と
続
い
て
い
ま
す
。
普
段
は
聞
く
こ
と
が
で
き

な
い
色
々
な
思
い
が
綴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
次
は
あ
な
た
の
番
か
も
？ 

お
楽
し
み
に
！ 

 

令
和
５
年
１
月
15
日(

日)

に
開
催

予
定
の｢

黒
石
親
子
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た

大

会｣

に
向
け
て
、

12

月

11

日

（
日)

、
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
に
中
高

生
の
寺
子
屋
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
り
、

か
る
た
獲
得
者
に
送
ら
れ
る
木
メ
ダ

ル
と
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
２
枚
を
作
成

し
ま
し
た
。 

 

リ
ー
ダ
ー
が
か
る
た
を
作
成
す
る

の
は
３
年
ぶ
り
で
、
集
ま
っ
た
17
名

の
リ
ー
ダ
ー
は
今
の
話
題
に
合
っ
た

か
る
た
を
２
枚
作
成
し
ま
し
た
。 

 

12
月
11
日(

日)

、
平
成
28
年
度

に
開
催
し
た
寺
子
屋
の
中
で
、
「
６

年
後
の
自
分
に
手
紙
を
書
こ
う
」
と

い
う
企
画
が
あ
り
、
今
年
が
そ
の
６

年
後
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
当

時
の
寺
子
と
リ
ー
ダ
ー
17
名
が
集
ま

り
手
紙
の
開
封
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
当
時
小
学
１
年
生
だ
っ
た
二
渡

の
千
葉
さ
ん
は
現
在
中
学
１
年
生
に

な
り
、
６
年
前
の
自
分
か
ら
の
手
紙

を
開
封
し
懐
か
し
そ
う
に
読
ん
で
い

ま
し
た
。 

【手紙を受け取り、読む】 

 

今
回
の
木
メ
ダ
ル
作
り
に
備
え

て
、
小
黒
石
の
千
田
正
典
さ
ん
に

は
材
料
の
準
備
を
、
鶴
城
の
片
岡

清
範
さ
ん
に
は
ヤ
ス
リ
掛
け
等
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【手紙を読んだ感想は…】 【新しいかるたを作成】 
【木メダルを作成】 



新年に向け門松を飾りました。 
 寄せ植え門松を地区センター職員で作製し玄関前

に飾りました。 

 令和５年の『黒石地区新年交賀会』は残念ながら

開催見送りとなりましたが、新型コロナウィルス感

染症が収束し、良い年となることを願って作製した

門松を飾っていますので、ぜひご覧ください。 

 民生児童委員の任期が満了し、12月１日付けで次

の方々が厚生労働大臣から委嘱されました。期間は

令和７年11月30日までの３年間です。どうぞよろし

くお願いします。         (敬称略) 

  内 堀    佐 藤 重 光  新 

  鶴 城    千 葉 邦 子  再  

  長 根    藤 波 洋 香  再 

  下 柳    伊 藤 美佐子  再 

  二 渡    阿 部 朝 子  再 

  正法寺    村 上 昭 広  新 

  小黒石    及 川 正 子  再  

  高清水    伊 藤 礼 子  再 

  主任児童委員 梅 原 千恵子  再 

  主任児童委員 菅 原 ヤ エ  再 

<退任された方>          (敬称略) 

  内 堀    佐 藤 惠 子 

  正法寺    佐 藤 忠 夫 

 お疲れ様でした。ありがとうございました。 

難を転じる縁起物「南天」のあれこれ 

 南天は縁起のいい木とされ鬼門や裏鬼門に植える

という説はご存じだと思いますが、昔はトイレの横

に南天が植わっていました。 

 今のように洗面台がついていた

り、流すと手を洗う水が出る水洗ト

イレではない時代に、トイレから出

た後にちょちょっと南天の葉で手を

擦っていたそうです。 

 南天には殺菌効果があり、南天手水（なんてん

ちょうず）といって葉で手を清めるため、という

ちゃんとした目的があったようです。（諸説ありま

す）驚くべき先人の知恵ですね。 

地域安全年末年始防犯パトロール 

<年末>12月23日(金) 

 午後１時半 鶴城商店街 

<年始>１月６日(金) 

 午後１時半 鶴城商店街 
 

※お出かけの際の鍵のか
け忘れや電話等による振
り込め詐欺にご注意くだ
さい。 

<黒石町防犯協会> 
住 民 登 録 月 報 （令和４年11月30日） 

行政区 男 女 計 世帯数 

内 堀 
50 

(0) 

48 

(0) 

98 

(0) 

35 

(0) 

鶴 城 
70 

(0) 

68 

(0) 

138 

(0) 

54 

(0) 

長 根 
47 

(0) 

45 

(0) 

92 

(0) 

38 

(0) 

下 柳 
48 

(-1) 

51 

(0) 

99 

(-1) 

41 

(+1) 

二 渡 
120 

(0) 

112 

(0) 

232 

(0) 

79 

(0) 

正 法 寺 
37 

(0) 

30 

(0) 

67 

(0) 

32 

(0) 

小 黒 石 
39 

(0) 

46 

(+1) 

85 

(+1) 

32 

(+2) 

高 清 水 
56 

(0) 

50 

(0) 

106 

(0) 

42 

(0) 

計 
467 

(-1) 

450 

(+1) 

917 

(0) 

353 

(+3) 

※
カ
ッ
コ
内
は
前
月
と
の
比
較 

黒石地区内交通利用されています。 

 おでかけタクシー「くろタク」の利用者登録をし

ませんか？ 

 現在、利用登録者は17名。 

 利用件数は10月延べ25件、11月延べ27件となって

おり、通院や買い物等に使われています。 

 道の駅みずさわで岩手県交通の路線バスに乗継

ぎ、市街地まで行くことができます。 

 運賃は｢くろタク｣＋｢路線バス｣＝500円(片道) 

 

               <乗継> 
 自宅 道 の 駅 市街地     

 付近 みずさわ 病院 

 

 市の担当職員がご自宅に伺い、登録や利用方法な

ど詳しく説明し手続きを進めてくれます。 

 利用は、前日に電話で予約します。 

 詳しくは、市公共交通対策室まで(☎34-2383) 

くろタク 



２０２３年 １月  じゃもんがん  家庭連絡団らん 

       令和４年12月22日現在 

日 曜日   行 事 予 定   時 間           会   場 

1 日   地区センター休館（年始休館）                <元旦>     

2 月   地区センター休館（年始休館）             <振替休日>     

3 火   地区センター休館（年始休館）     

4 水   

黒石地区振興会 三役会議 

卓球クラブ 

黒石バドミントン 

１０：１５ 

１３：００ 

２０：００ 

  

地区センター第１会議室 

地区センター体育館 

地区センター体育館 

5 木   黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

6 金   
親子ジャンボかるた大会作品部門審査会 
年始防犯パトロール (黒石町防犯協会) 

黒石小学校PTAスポーツ交流会 

１０：３０ 
１３：３０ 

２０：００ 

  
地区センター研修室 
鶴城商店街 

地区センター体育館 

7 土        

8 日   奥州市  二十歳のつどい    奥州市文化会館(Ｚホール) 

9 月   <成人の日>       

10 火                                        

11 水   
卓球クラブ 
黒石地区民生児童委員協議会 定例会 

黒石バドミントン 

１３：００ 
１３：３０ 

２０：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター第１会議室 

地区センター体育館 

12 木   黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

13 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 ２０：００   地区センター体育館 

14 土   親子ジャンボかるた大会 準備 １４：００   地区センター調理室 

15 日   
親子ジャンボかるた大会 

親子ジャンボかるた大会 反省会 

９：００ 

１３：００ 
  

黒石小学校 

地区センター第１会議室 

16 月   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 
黒石３B体操クラブ 

９：３０ 
１０：００ 

  
地区センター体育館 
地区センタ―研修室 

17 火        

18 水   
卓球クラブ 
黒石バドミントン 

１３：００ 
２０：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター体育館 

19 木   黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

20 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 ２０：００   地区センター体育館 

21 土        

22 日        

23 月   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 
黒石３B体操クラブ 

９：３０ 
１０：００ 

  
地区センター体育館 
地区センタ―研修室 

24 火        

25 水   
卓球クラブ 

黒石バドミントン 

１３：００ 

２０：００ 
  

地区センター体育館 

地区センター体育館 

26 木   
黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） 
黒石地区行政区長協議会 定例会 

９：３０ 
１０：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター第１会議室 

27 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 ２０：００   地区センター体育館 

28 土        

29 日   黒石寺蘇民祭（御祈祷・夏参り） ９：００   黒石寺 

30 月   黒石地区老人クラブ（グラウンド・ゴルフ） ９：３０   地区センター体育館 

31 火       

令和５年「奥州市民新年交賀会」中止 

令和５年「黒石地区新年交賀会」中止 

黒石地区センターの年末年始休館 
１２月２９日（木）～１月３日（火） 

   「黒石寺蘇民祭」 １月２９日(日) ９時～ 
 ※「御祈祷・夏参り」のみ実施、蘇民袋争奪戦は中止 

「親子ジャンボかるた大会」  
１月15日(日)９時～ 黒石小学校校庭 


